
『
延
喜
式
』

え
ん

ぎ

し
き

今
回
は
、
古
代
史
を
知
る
上
で
の
基
礎

文
献
の
ひ
と
つ
、
『
延
喜
式
』
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

日
本
の
古
代
国
家
は
、
国
家
を
運
営
す

る
た
め
の
方
式
と
し
て
、
律
・

令

・

り
つ

り
よ
う

格

・
式
を
導
入
し
て
い
ま
し
た
。
律
は
刑

き
や
く

し
き

法
、
令
は
行
政
法
の
よ
う
な
内
容
を
持
っ

て
い
ま
す
。
律
と
令
が
そ
ろ
っ
て
施
行
さ

れ
た
も
の
と
し
て
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇

た
い
ほ
う

一
）
に
完
成
し
た
大
宝
律
令
と
養
老
年
間

よ
う
ろ
う

に
編
纂
さ
れ
、
天
平
宝
字
年
（
七
五
七
）

年
に
施
行
さ
れ
た
養
老
律
令
が
あ
り
ま
す
。

格
は
、
現
行
法
令
を
表
し
ま
す
。
律
令

は
国
家
統
治
の
原
則
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
ら
、
そ
う
簡
単
に
は
改
訂
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
古
代
国
家
は
、
随
時
法
令
を
発
令

す
る
こ
と
で
、
変
化
す
る
社
会
情
勢
に
対

応
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
格
で
す
。

式
は
、
施
行
細
則
で
す
。
令
に
規
定
さ

れ
た
事
柄
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
施
行

し
て
い
く
の
か
を
記
し
た
、
官
人
た
ち
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
し
た
。
式
に
は
、
弘
仁
一

こ
う
に
ん

一
年
（
八
二
〇
）
に
撰
進
さ
れ
た
「
弘
仁

式
」
と

貞

観
一
三
年
（
八
七
一
）
に
施
行

じ
よ
う
が
ん

さ
れ
た
「
貞
観
式
」
、
そ
し
て
こ
の
『
延

喜
式
』
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ
完
全
な
内

容
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
『
延
喜
式
』

だ
け
で
す
。
『
延
喜
式
』
は
、
延
喜
五
年

（
九
〇
五
）
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
延

長

え
ん
ち
よ
う

五
年
（
九
二
七
）
に
完
成
奏
上
、
康
保
四

こ
う

ほ

年
（
九
六
七
）
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

『
延
喜
式
』
は
、
一
〇
世
紀
に
成
立
し

た
文
献
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
同
書
編
纂
以
前
の
あ

る
時
期
に
効
力
を
持
っ
た
条
文
で
は
あ
る

も
の
の
、
必
ず
し
も
一
〇
世
紀
に
も
効
力

を
有
し
て
い
た
条
文
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
『
延
喜
式
』
か

ら
歴
史
を
考
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
条
文

が
い
つ
成
立
し
、
い
つ
ま
で
効
力
を
有
し

た
の
か
も
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

『
延
喜
式
』
の
内
容
は
、
律
令
官
制
に

沿
っ
て
部
署
ご
と
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
全
体
の
三
分
の
一
弱
を
占
め
る
の

が
神
祇
官
に
関
す
る
部
分
で
す
。

じ
ん

ぎ

か
ん

神
社
が
お
好
き
な
方
な
ら
「
式
内
社
」

し
き
な
い
し
や

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
式
内
社
」
と
は
、

『
延
喜
式
』
の
神
祇
官
に
関
す
る
部
分
の

う
ち
、
国
家
が
関
与
す
る
全
国
の
神
社
名

を
列
記
し
た
「
神

名

式
」
に
記
載
の
あ
る

じ
ん
み
よ
う
し
き

神
社
の
こ
と
で
す
。
中
世
以
降
、
こ
れ
は

「
延
喜
式
神

名

帳

」
と
も
呼
ば
れ
る
よ

え
ん

ぎ

し
き
じ
ん
み
よ
う
ち
よ
う

う
に
な
り
、
そ
こ
に
名
の
あ
る
式
内
社
で

あ
る
こ
と
が
、
神
社
の
格
の
高
さ
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
「
延
喜
式
神

名
帳
」
と
は
別
に
、
各
国
神
名
帳
（
大
和

国
神
名
帳
等
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
中
世

以
降
成
立
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
国
ご
と
の

主
要
神
社
を
記
し
た
も
の
で
、
「
延
喜
式

神
名
帳
」
と
は
別
の
文
献
で
す
。

な
お
、
筆
者
が
好
き
で
時
々
見
て
い
る

の
は
、
朝
廷
の
饗
膳
を
掌
る
部
署
の
「
大だ

い

膳
式
」
や
天
皇
・
皇
后
等
の
食
事
を
掌
る

ぜ
ん部

署
の
「
内
膳
式
」
等
で
す
。
こ
こ
に
は

な
い
ぜ
ん

古
代
の
食
事
に
ま
つ
わ
る
情
報
が
事
細
か

に
記
さ
れ
て
お
り
、
『
延
喜
式
』
レ
シ
ピ

か
ら
古
代
食
の
復
元
も
い
く
ら
か
可
能
に

な
る
ほ
ど
で
す
。

古
代
社
会
の
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
知
る

き
っ
か
け
に
な
る
『
延
喜
式
』
。
一
度

繙
ひ
も
と

い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
主
任
研
究
員

吉
原
啓
）

図
書
・
情
報
室
で
は

『
訳
注
日
本
史
料
延
喜
式
』

虎
尾
俊
哉
編
を
所
蔵
（
書

庫
）
し
て
い
ま
す
。

○
新
着
図
書
案
内
○

☆
『
万
葉
集
』
と
東
ア
ジ
ア

（
辰
巳
正
明
編
／
竹
林
舎
）

☆
折
口
信
夫
的
思
考

（
上
野
誠
／
青
土
社
）

☆
日
本
書
紀
の
誕
生

（
遠
藤
慶
太
・
河
内
春
人
ほ
か
編
／
八
木
書
店
）

☆
『
作
庭
記
』
と
日
本
の
庭
園

（
白
幡
洋
三
郎
／
思
文
閣
出
版
）

☆
天
皇
陵
古
墳
を
歩
く

（
今
尾
文
昭
／
朝
日
新
聞
出
版
）

☆
行
基
と
歩
く
歴
史
の
道

（
泉
森

皎
／
法
蔵
館
）

☆
玉

ー
古
代
を
彩
る
至
宝
ー

（
古
代
歴
史
文
化
協
議
会
編
／
ハ
ー
ベ
ス
ト
出
版
）

☆
大
和
山
田
寺
跡

本
文
・
図
版
編

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
／
吉
川
弘
文
館
）

開
館
時
間
ー
午
前
十
時
～
午
後
五
時
半

休

館

日
ー
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）・
年
末
年
始
・
展
示
替
日

図
書
室
の
ご
利
用
は
無
料
で
す

閲
覧
で
の
ご
利
用
に
な
り
ま
す
。

コ
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ー
サ
ー
ビ
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葉
図
書
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情
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